
(1)正 月号 神 道 の 友 令和 5年 1月 1日

『
神

の
お

働

人
間
に
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

決
ま

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
、
ど

う
に
も
変
え
ら
れ
な
い
宿
命
と
、

努
力
に
よ

つ
て
変
え
ら
れ
る
運

命
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
変
え
ら
れ
な
い
宿

命
は
い
く
ら
神
様
に
お
願
い
し

て
も
叶
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
女
に
生
ま
れ
た
以
上

い
く
ら
願

つ
て
も
男
に
生
ま
れ

変
わ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

い

く
ら
嫌
な
親
で
あ

つ
て
も
、
生

ん
で
く
れ
た
親
を
変
え
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
‥
又
、
生
ん
だ
子

供
を
変
え
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
様
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

決
ま

っ
て
し
ま

つ
て
い
る
宿
命

が
、
時
に
は
病
気
で
あ

っ
た
り
、

寿
命
で
あ

っ
た
り
す
る
事
も
有

り
ま
す
。
宿
命
は
自
然

の
大
法

則
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
り
仕

方
が
無

い
の
で
す
。
全
て
が
神

様

の
お
計
ら
い
な
の
で
す
。

私
は
神
様
の
お
働
き
に
は
、
三

つ
の
し
く
み
が
あ
り
、
世
の
事

全
て
を
導
き
治
め
下
さ

つ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
宇
宙

の
真
理
と
し
て

の
絶
対
的
な
変
え
る
事

の
出
来

明

治

天

皇

御

製

あ
め
つ
ち
と
と
も
に
久
し
く
か
は
ら
ぬ
は

沖
代
な
が
ら
の
を
し

へ
な
り
け
り

た
ら
ち
ね
の
組

の
教
を
ま
も
る
子
は

ま
な
び
の
逍
も
ま
ど
は
ざ
る
ら
む

≒

」

L

管

長
　
菊

池

重

敏

な
い
お
働
き
で
す
。

二

つ
目
は
、
人
間
の
事
を
思

っ

て
良
き
方

へ
と
護
り
導

い
て
下

さ
る
、
神

の
愛
情
と
し
て
の
お

働
き
で
す
。

二

つ
日
は
、
神

の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
人
間
自
身

の
中
に
授
け

ら
れ
た
、
計
り
知
れ
な
い
能
力

や
機
能
と
し
て
の
お
働
き
で
す
。

こ
の
三

つ
の
し
く
み
の
神
様
の

お
働
き
に
よ

つ
て
、
我

々
は
生

か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
の
脳
は
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
良
く
使
う
人
で
も
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
し
か
働
か
せ
て
い
な
い

そ
う
で
す
。
す
る
と
そ
れ
以
上

の
脳
の
働
き
を
開
発
し
た
な
ら

ば
、
ど
れ
ほ
ど
の
計
り
知
れ
な

い
未
知

の
能
力
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

動
物
や
鳥
は
自
分

の
死
が
近
づ

く
と
自
分
自
身

の
体
を
葬
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
山
を
歩
い

て
い
て
も
、
町
中

（ま
ち
な
か
）

で
も
動
物
や
鳥

の
死
骸
を
見
か

け
る
事
が
有
り
ま
せ
ん
。
見
る

と
し
た
ら
車
に
引
か
れ
た
死
骸

ぐ
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
動
物
や

鳥
に
は
死
期
が
分
か
る
能
力
が

授
か

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
亡
き
が
ら
を
葬
る
が
如
く
、

安
ら
か
な
眠
り
に

つ
く
た
め
に

隠
れ
た
所
に
て
死
を
迎
え
る
の

で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
昔
の

偉

い
人
は
自
分
の
死
期
が
近
づ

い
て
い
る
事
が
分
か

っ
た
そ
う

で
す
。
我

々
も
修
練
に
よ

つ
て
、

死
期
を
感
じ
る
事
が
出
来
る
様

に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

又
、
人
に
よ

つ
て
は
予
知
能
力
、

透
視
能
力
、
霊
と
の
交
信
等
、

一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
な

い
能

力
を
発
揮
す
る
人
が
い
ま
す
。

人
間
の
能
力
に
は
、
神
の
子
と

し
て
の
限
り
な
く
秘
め
た
働
き

が
内
存
し
て
い
る
の
で
す
。

ど
ん
な
逆
境
や
苦
難
で
あ

っ
て

も
真
剣
に
考
え
、
真
剣
に
取
り

組
ん
だ
な
ら
ば
、
必
ず
乗
り
切

れ
る
能
力
が
授
か

っ
て
い
る
の

で
す
。
神
様

の
お
力
を
外
に
求

め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

に
内
存
す
る
神

の
お
働
き
を
信

じ
、
努
力
、
工
夫
し
て
自
分
自

身

の
能
力
を
十
分
に
活
用
す
る

の
で
す
。
そ
し
て
ど
う
し
て
も

自
分
に
出
来
な

い
事
は
、
人
間

の
良
き
方

へ
と
護
り
導

い
て
下

さ
る
、
神
様
の
愛
情
に
お
す
が

り
し
て
、
お
任
せ
す
る
の
で
す
。

真
理
を
犯
さ
な

い
願
い
事
で
有

る
な
ら
ば
、
神
様
は
お
働
き
下

さ
い
ま
す
。

で
も
、
ど
う
し
て
も
お
願
い
事

が
叶
わ
な
か

つ
た
時
、
叶
わ
な

か

っ
た
事
が
、
神
様

の
御
心

・

思
し
召
し
と
し
て
受
け
取
れ
る

様
に
成
る
事
が
、
真
に
信
仰
の

道
に
生
き
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
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 ヽこ ノ正 月 号神 道 の 友令和 5年 1月 1日

令

和

四

年

秋

季

人

奈

を

斎

行

大
祭
前
日
午
前
十

一
時
、
祭
員

及
び
東
京
婦
人
会
有
志
が
弥
栄

殿
広
間
に
集
合
。
管
長
、
総
監

の
挨
拶

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担

当
を
手
分
け
し
大
祭

の
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

手
慣
れ
た
作
業
に
て
手
際
よ
く

準
備
が
進
め
ら
れ
、
神
殿
内

の

壁
代
や
門
帳

の
取
り
付
け
、
各

所
に
張
ら
れ
た
注
連
縄
や
紙
垂

の
取
り
替
え
、
大
麻

。
神
離

・

御
幣

・
玉
串

の
製
作
、
奉
納
職

の
飾
付
、
祓
所
の
準
備
等
、
内

外
の
装
い
が
整

い
、
念

々
神
餃

の
盛
付
け
で
有
り
ま
す
。
伝
供

で
供
物
が
落
ち
な
い
様
に
、
表

裏
か
ら
見
て
も
美
し
い
様
に
、

真
剣
に
盛
付
け
を
行
い
ま
す
。

祭
具
を
整
え
午
後
四
時
よ
り
儀

式

の
習
礼
を
行
い
、
前
日
の
予

定
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

大
祭
当
日
十
月
二
十

一
日

（金
）

は
清

々
し
き
そ
よ
風
の
吹
く
秋

晴
れ
に
恵
ま
れ
爽
や
か
な
朝
を

迎
え
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
第

一
鼓

の
合
図
と

共
に
霊
殿
祭
奉
仕
の
祭
員
が
着

装
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
手
水

を
行

い
、
祭
員
が
整
列
。
第
二

鼓
が
打
た
れ
、
典
儀

の
号
令
に

て
伶
人
を
先
導
に
斎
主

・
祭
員

祓
所

へ
参
進
し
修
祓
。
第
二
鼓

の
合
図
と
共
に
参
拝
者

の
待

つ

御
霊
殿

へ
参
進
。
長
元
祀
典
長

の
開
式
の
辞
に
始
ま
り
、
斎
主

一
拝
、
献
僕
の
儀
、
幣
串
供
進

の
儀
、
斎
主
祭
詞
奏
上
。

前 日の準備作業をする祭員

塾

ピ
▼
▼

慰霊の舞を奉奏する橋村美樹師・増井花音さん霊殿祭 祭員一同

参

拝

者

・
奉

納

者

芳

名

録

（敬
称
略
）

幣
畠
料
奉
納
者

【
北
海
道
】
札
幌
人
幡
宮
菊
池

重
敏
　
菊
池
重
忠
　
千
葉
佳
彦

函
館
敬
神
大
教
会
工
藤
隆
三

工
藤
賀
子
　
工
藤
超
千
　
工
藤

一
美
　
日
天
講
社
石
川
澄
子

石
川
恵
美
　
石
川
太
喜
　
中
村

セ
ツ
　
石
川
慈
人
　
三
浦

ユ
リ

高
穂
神
社
澤
口
廣
　
梅
津

一
夫

地
主
昇
　
中
林
鉄
夫
　
中
林
絹

子
　
原
田
貴
史
　
村
木
牧
子

【青
森
県
】
石
神
神
社
小
野
光

廣
　
小
野
節
子
　
節
田
志
ノ
武

佐

々
木
ヒ
デ
　
郡
川
洋
子
　
横

濱
栄
子
　
小
笠
原
達
雄
　
黒
田

一
二
三

【宮
城
県
】
あ
か

つ
き
仙
台
分

教
会
堀
川
秀
夫
　
桂
田
安
子

桂
田
啓
生
　
桂
田
雅
子
　
桂
田

膳
【
山
形
県
】
三
山
宮
官
田
博
正

官
田
楽
　
出
雲
太
神
社
菊
地
元

宏
　
清
光
院
小
教
会
湯
上
弘
通

多
田
悦
子
　
山
川
信
利
　
山石
倉

金
剛
院
小
教
会
人
幡
悟
生

【栃
木
県
】
出
雲
大
神
像
観
中

教
会
佐
藤
正
美
　
柴
山
清

御
嶽
永
野
中
教
会
永
澤
忠
彦

永
澤
正
義
　
歳
徳
神
社
板
倉
進

板
倉
百
合
子
　
板
倉
聖
子
　
板

倉
信
之
助
　
高
藤
神
社
坪
山
欣

也
　
坪
山
仁
美
　
坪
山
雅
則

【
茨
城
県
】
大
熊
満

【
埼
玉
県
】
天
神
大
教
会
冨
田

信
太
郎
　
木
曽
御
嶽
川
越
大
教

会
山
崎
真
理
　
伊
藤
み
代
　
黒

田
恵
理
　
雅
楽
天
神
会
　
深
田

神
社
深
田
佳
聖
　
和
田
直
樹

建
沼
道
夫
　
木
下
博
子
　
佐
藤

幸
雄
　
西
山
昌
男
　
渡
辺
か
ず

子
　
國
井
高
子
　
岸
和
子

【
千
葉
県
】
大
和
人
幡
神
社
橋

村
美
樹
　
橋
村
敬
子
　
天
明
道

心
小
教
会
宮
崎
日
出
男
　
宮
崎

初
枝
　
宮
崎
利
幸
　
宮
崎
貞
幸

菅
野

一
男
　
田
代
玲
子
　
安
藤

敏
子
　
市
島
昭
子
　
稲
葉
静
子

宇
田
川
三
恵
　
古
官
茂
雄
　
塩

野
悦
代
　
田
代
恵
美
子
　
辻
村

豊
春
　
花
香
千
春
　
東
千
鶴
子

宮
地
由
美
子
　
山
元
真

一
　

石

田
敏
明
　
佐
藤
秀
之
　
高
橋
清

近
信
薫
　
二
宮
義
雄
　
三
浦
知

子
　
山
元
達
好
　
渡
辺
亨
　
穴

澤
光
宏
　
國
井
明
　
石
川
昌
幸

鈴
木
裕
基
子
　
溝

口
孝
恵
　
沖

.鑽輻爾暉
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(3)正  月 号 友道神 の 令和 5年 1月 1日

次
に
御
霊
を
お
慰
め
す
べ
く
慰

霊
の
舞
が
穏
や
か
に
美
し
く
奉

奏
さ
れ
、
東
京
婦
大
会
有
志

Ｄ

先
上
方
に
よ
る
ｔ
敦
一〓
を
ま一ゴ
員
。

参
拝
者
が
一二
〓
ら
か
・〓
一■
１

・

奉
唱
さ
れ
ま
し
た
‥
次
に
吝
主

玉
串
奉
尖
、
祥
月
命
口
を
迎
え

ら
れ
る
御
家
族
並
び
に
参
列
者

が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
、
撤
設
の

儀
、
斎
主

一
拝
と
、
祭
儀
は
粛
々

と
荘
厳
に
進
め
ら
れ
、
御
霊
殿

に
御
奉
斎

の
御
霊
慰
霊
の
祭
り

が
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
み
、
午
後

一
時
か
ら

は
本
殿
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
´

先
ず
祓
所
に
て
修
祓
が
行
わ
れ
、

黒
抱

・
赤
抱

・
緑
抱

・
斎
服

。

{
\ r':t

祓所へ参進する斎主・祭員

社
と
色
も
鮮
や
か
に
菫
一受
に
身

を
包
ん
だ
斎
主

・
祭
員
が
参
進

し
、
御
本
殿
に
着
座
致
し
ま
し

た
こ

長
元
理
典
長

の
開
式

の
辞
に
始

ま
り
、
斎
主

一
拝
、
開
扉

の
儀
、

献
筆

の
儀
と
祭
儀
は
進
み
、
平

安
朝

の
絵
巻
さ
な
が
ら
雅

や
か

に
伝
供
の
儀
が
厳
か
に
行
わ
れ
、

一
糸
乱
れ
る
事
な
く
、
算
神
前

へ
神
ユ珠
が
供
え
ら
れ
ま
し
た

次
に
基
幣

の
儀
が
行
わ
れ
、
振

幣

の
儀

で
は

一
層
雅
び
を
加
え

ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て

一
同
の

幣

吊
料
が
供
進
せ
ら
れ
、
斎
主

が
秋
季
大
祭
祝
詞
を
奏
上
し
大

神
様

へ
の
報
恩
感
謝
と
、
作
物

|■

修 祓 の 儀

/1壁三
1我 :の献   餞

≡
殻
　
沖
田
基
次
　
澤
女
千
嘉
津

二
　

齊
藤
均
　
全

二
三
　
嗜
（
１１１

一■
主
本
　
橘
俊
郎
　
下三
‐Ｔ
べ
代

♪
〓
克
久
　
代
田
著
三我
　
杉
言

な
．
マ
　ヽ
杉
浦
誠

一
　

アヽ
一一（Ｆ
三
多

項
■
は
る
ひ
　
ム
「
↑
■
‐・^　
一コ
川

三一一一一（用
　
板
垣
仁

一
朗
　
前
●
征

〓刀
　
前
川
和
範
　
′ヨ
井
光

一

一昨
載
信
雄
　
石
川
進
　
高
橋
邦

一人【
東
京
都
】
榛
名
孝
善
坊
講
社

小
泉
輝
人
　
石
大
神
宮

・
飯
井

宮
再
興
祭
祀
天
興
大
教
会
小
林

宗
朝
　
小
林
昌
代
　
小
林
晴
比

古
　
白
髪
神
社
品
川

一
夫
　
品

川
順
子
　
栄
珠
稲
荷
神
社
永
井

栄
子
　
森
田
瑞
穂
　
良
和
神
社

宮
内
康
　
天
聖
神
社
磯
崎
寿
三

雄
　
井
上
象
英
　
福
谷
比
砂

日
向
敦
子
　
一癸
拡
夢
　
斎
京
則

子
　
弓
場
祥
子
　
松
永
大
介

四
本
木
稲
荷
を
守
る
会
　
有
馬

利
夫
　
馬
場

い
さ
　
漬
名
弘
子

市
橋
町
子
　
南
竿
町
会
　
木
原

桂
子
　
恵
キ
ャ
ビ
タ
ル
開
嶋
崎

繁
【
神
奈
川
県
】
人
阪
青
山
御
祈

祷
所
井
上
直
幸
　
井
上
壽
子

井
上
人
城
　
人
坂
宣
教
所
成
井

勇
吉
　
成
井
朝
江
　
成
井
康
雄

高
草
木
恒
雄
　
坂
本
人
千
代

不
三
中
教
会
柊
澤
覚
　
山
本
興

一
　

松
野
昭
男
　
池
田
美
恵
子

綴
綴
司
　
永
田
雅
俊
　
島
田
好

子
　
士
口
田
雅
弘

【
山
梨
県
】
吉
田
仁
六

【
長
野
県
】
三
井
雅
之
　
寺
嶋

日
登
美

【
岐
阜
県
】
』県
中
神
社
　
』県
中

教
師
会
　
若
森
正
仁
　
若
森
秀

子
　
若
森
真
澄
　
林
日
奈
子

北
川
め
ぐ
み
　
宮
原
和
歌
栄

梶
原
千
代
栄
　
岐
阜
県
教
師
会

導
徳
中
教
会
古
市
文
江
　
古
市

享
　
小
川
晴
人
　
若
森
千
鶴

【
静
岡
県
】
荒
浪
仁

一
郎

【
愛
知
県
】
八
幡
天
水
宮
深
谷

章
男
　
遠
藤
貴
子
　
神
道
伊
勢

月
日
布
教
所
大
念
寺
剛
　
加
藤

瀧
治
【
滋
賀
県
】
滋
賀
米
原
小
教
会

吉
田
善
賞
　
平
野
喜
久
代
　
梅

村
忠
生
　
山
田
綾
乃
　
細
川
源

太
郎
　
高
橋
良

一
　

堂
坂
と
く

人
軒
ま
す
み
　
藤
本
は
る
み

岡
野
洋
子
　
山
田
清
美
　
デ
イ

ズ

ヘ
ア
ー



(4)正 月 号神 道 の 友令和 5年 1月 1日

の
恵
み
を
お
与
え
戴

い
た
御
礼

と
共
に
更
な
る
守
護
を
祈
念
し

ま
し
た
。

続
い
て
国
家

の
繁
栄
と
世
の
安

寧
を
祈
り
、
浦
安

の
舞
が
橋
村

美
樹
先
生

。
増
井
花
音
氏
に
よ

り
優
雅
に
美
し
く
奉
奏
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
参
列
者
を
代
表
し

て
感
謝

の
詞
を
天
神
大
教
会
冨

田
信
太
郎
先
生
が
奉
読
さ
れ
、

感
謝
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
堤
龍

一
郎
先
生
先
導
に
て
、

大
祓
詞

・
四
大
信
條
を
祭
員

。

参
列
者
が
心

一
つ
に
力
強
く
奉

唱
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
斎
主
玉
串
奉
実
に
合
わ
せ

祭
員
座
後
列
拝
し
、
引
き
続
き

参
列
者
が
順
次
玉
串
を
捧
げ
、

日
常

の
大
神
様
の
庇
護
に
感
謝

管長 本殿祭祝詞奏上

し
永
代

の
御
守
護
を
祈
念
致
し

ま
し
た
。

続

い
て
撤
銀

の
儀
、
斎
主

一
拝
、

管
長
よ
り
三
條

の
教
憲
が
奉
読

せ
ら
れ

一
同
が
応
答
。
国
家
斉

唱

・
教
歌
を
奉
唱

の
後
、
祭
員

の
紹
介
が
さ
れ
、
斎
主

・
祭
員

が
退
下
さ
れ
ま
し
た
。
再
び
管

長
が
お
で
ま
し
に
な
ら
れ
、
御

参
列

の
御
礼
と
御
講
話
を
さ
れ

ま
し
た
ｃ

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
規

制
緩
和
後

の
大
祭
で
も
あ
り
、

大
勢

の
教
師

。
信
徒
が
御
参
拝

さ
れ
ま
し
た
．
全
て
終
了
の
後

は
弥
栄
殿
に
て
和
気
あ

い
あ

い

と
夕
刻
ま
で
直
会
が
続
き
、
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が

コ
ロ
ナ
禍

前

の
賑
わ

い
を
感
じ
ら
れ
る
秋

季
大
祭
と
な
り

ま
し
た
っ

浦安の舞奉奏

斎主玉串奉算・祭員座後列拝   大祓詞・四大信條奉唱  感謝の詞 天神大教会冨田信太郎先生

【
京
都
府
】
大
憲
天
祖
神
社
堤

龍

一
郎

【
兵
庫
県
】
幡
州
自
山
神
社
小

畑
教
子

【
岡
山
県
】
大
山
祗
神
社
浦
由

隆
司
【奈
良
県
】
う
づ
め
大
教
会
木

村
剛
正
　
国
親
小
教
会
早
川
政

弘
　
大
神
茅
原
小
教
会
坂

口
光

二
郎
　
岡
本
忠
宣

【
高
知
県
】
高
知
中
教
院
吉
良

祝
人
　
吉
良
羊
子
　
吉
良
典
世

【
福
岡
県
】
扇
森
稲
荷
神
社
長

元
祥
泰
　
後
藤
勇
　
松
崎
潤
也

石
山
晴
子
　
寺
田
勢
鶴
子
　
永

瀬
幸
子

【
大
分
県
】
尺
間
嶽
中
教
院
天

野
衆
王
　
今
村
文
夫
　
三
浦
恒

良
【
宮
崎
県
】
高
天
原
神
社
金
丸

タ
カ
子
　
金
丸
和
充
　
加
藤
和

代
　
藤
本
陽
子
　
伊
藤
隆
　
伊

藤
章
　
小
林
誠
　
坂
和
也
　
小

林
渡
　
稀
玉
悠
太
　
小
林
伸
吉

坂
イ
サ
　
伊
藤
春
代

【鹿
児
島
県
】
黒
田
茂
賞
　
高

田
宮
子

御

供

物

御

奉

納

者

【
北
海
道
】
函
館
敬
神
大
教
会

工
藤
隆
三
　
日
天
講
社
石
川
澄

子
　
地
主
昇
　
原
田
貴
史
　
村

木
牧
子

【青
森
県
】
石
神
神
社
小
野
光

廣
　
黒
田

一
二
三

【
山
形
県
】
清
光
院
小
教
会
湯

上
弘
通
　
岩
倉
金
剛
院
小
教
会

人
幡
悟
生

【
茨
城
県
】
大
熊
武
男

【
埼
玉
県
】
深
田
神
社
深
田
佳

聖
　
岸
和
子

【
千
葉
県
】
天
明
道
心
小
教
会

宮
崎
日
出
男
　
齊
藤
均

【
東
京
都
】
森
田
瑞
穂
　
赤
木

瑞
彰
　
松
田
敏
美

【
岐
阜
県
】
員
中
神
社
若
森
正

道
　
林
日
奈
子
　
梶
原
敏
雄

導
徳
中
教
会
古
市
文
江
　
古
市

一早【
京
都
府
】
大
憲
天
祖
神
社
堤

龍

一
郎

【
兵
庫
県
】
幡
州
自
山
神
社
小

畑
教
子

【
岡
山
県
】
大
山
祗
神
社
浦
田

隆
司
【
福
岡
県
】
扇
森
稲
荷
神
社
長

元
祥
泰
　
寺
田
勢
鶴
子



(5)正  月 号 令和 5年 1月 1日

」

謳
■
■

者 の 玉 串 奉 箕万ll参

直会の一時 菊池管長の挨拶 三條の教憲を奉読する管長

簿嘔菫甦理

本殿祭 御 奉 納 品祭員一同

【
宮
崎
県
】
高
天
原
神
社
金
丸

タ
カ
子
　
藤
本
陽
子

【
鹿
児
島
県
】
黒
田
茂
賞

祭

典

奉

仕

者

（敬
称
略
）

斎
主

・
菊
池
重
敏
管
長

典
儀

。
長
元
祥
泰
祀
典
長

祭
員

・
堤
龍

一
郎
、
大
熊
満
、

菊
池
重
忠
、
湯
上
弘
通
、
人
幡

悟
生
、
宮
内
康
、
林
日
奈
子
、

宮
田
楽

浦
安

の
舞

。
橋
村
美
樹
、
増
井

花
音
神
教
歌

。
森
田
瑞
穂
、
永
井
栄

子
、
若
森
真
澄

伶
人

・
雅
楽
天
神
会

こ
の
度

の
秋
季
大
祭
斎
行

に

際

し
、
連

日
準
備

と
奉

仕

に

携
わ
れ
た
祭
員
並

び

に
教
師

の
方

々
、
並

び
に
東
京
婦

人

会
、
青

年
会
各
位

の
多
大
な

る
御
支
援
を
賜
り
、
更

に
全

国

の
教
場
長

・
教
師

の
皆
様

よ
り

の
御
神
餞
や

玉
串
料
を

御
奉
納
戴

き
、
盛
大

に
秋
季

大
祭
が
斎
行
出
来
ま
し
た
事
、

厚
く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

神 道 の 友

t

T

___■日■

た

~蓼

雪
・■

｀
■理

′



令和 5年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (6)

【基
本
的
性
格
】

『
帝
工
の
星
』
と
い
わ
れ
る
五

黄
土
星
。
こ
の
星
の
生
ま
れ
は
、

森
羅
万
象

・
万
物
の
支
配
も
破

壊
も
思
う
が
ま
ま
の
パ
ワ
ー
を

持

っ
て
生
ま
れ
た
人
で
す
。

そ
れ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、　
一

国
を
動
か
す
ほ
ど
の
大
人
物
と

な
る
か
、
あ
ま
り
の
力
に
位
負

け
し
て
、
世
間
に
背
を
向
け
て

ひ
ね
く
れ
者
に
な
る
か
は
、
自

身

の
心
が
け
と
教
養
次
第
と
い

え
る
で
し
よ
う
。

ま
た
、
誠
実
で
情
愛
深
く
、
大

き
な
度
量
と
細
心
さ
を
あ
わ
せ

持
ち
、
頼
ま
れ
事
は
嫌
と
は
い

え
な

い
生
ま
れ
な
が
ら
の
リ
ー

ダ
ー
タ
イ
プ
。
目
標
達
成

の
た

め
に
は
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ

つ

て
も
、
強

い
信
念
で
は
ね
返
す

意
志

の
人
で
す
。

反
面
、　
一
歩
横
道
に
外
れ
る
と
、

強
情

・
高
慢

。
理
屈
屋
の
偏
屈

者
に
な

つ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ

ん
。
生
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
う

ま
く
使
う

こ
と
が
、
人
生
の
重

要
課
題
で
す
。

【
仕
事

の
特
徴
】

自
立
心
の
強

い
五
黄
土
星
生
ま

れ
は
、
人
の
上
に
立
ち
、
旺
盛

な
活
動
力
Ｌ
大
胆
な
積
極
性
を

生
か
せ
る
先
達
的
な
職
業
が
向

い
て
い
る
で
し
よ
う
ｃ

ど
ん
な
環
境
や
分
野
で
も
、
持

ち
前

の
精
神
力
と
強
い
責
任
感

で
、
人

一
倍
の
働
き
を
し
ま
す
。

と
く
に
、
日
標
を
定
め
た
と
き

の
集
中
力
は
す
ば
ら
し
く
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ツ
プ
を
発
揮
し
、
計
画

の
実
現
や
達
成
に
向
か

っ
て
突

き
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
自
分
の
考
え
を
押
し
通
そ

う
と
す
る
面
も
あ
り
ま
す
。
強

引
な
態
度
を
控
え

て
、
周
囲

の

人
と
の
調
和
を
大
切
に
す
れ
ば
、

仕
事
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
運

気
も
上
昇
し
ま
す
。

五
黄
上
星

の
人

の
適
職
は
、
教

師
、
政
治
家
、
弁
護
士
、
評
論

家
、
公
務
員
、
金
融
業
、
医
師
、

プ

ロ
グ
ラ

マ
ー
、
技
術
者
、
ト

リ

マ
ー
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
よ
リ
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
方
が
実
力
を
発
揮
で
き

ま
す
。
学
術
研
究
な
ど
に
は
向

い
て
い
ま
せ
ん
。

【
恋
愛

の
特
徴

】

プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
遊
び
上
手

と
呼
ば
れ
る
か
無
骨
に
な
る
の

か
、
ど
ち
ら
か
の
タ
イ
プ
に
分

か
れ
ま
す
。

一
度
燃
え
上
が
る
と
と
こ
と
ん

惚
れ
ぬ
く
情
熱
家
で
も
あ
り
、

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
。
愛
情
深
く
褒

め
上
手
の
人
が
多
く
、　
つ
ね
に

大
恋
愛
の
暗
示
で
す
。

好
き
に
な

っ
た
相
手
に
は
、
あ

の
手
こ
の
手
の
作
戦
で
ア
プ

ロ
ー

チ
し
、
恋
愛
か
ら
結
婚
ま
で
短

期
間
で

一
気
に
進
む
の
も
五
黄

土
星
生
ま
れ

の
特
徴
と

い
え
る

で
し
ょ
う
ｃ

た
だ
、
あ
ま
り
の
愛
情
過
多
に

相
手
が

つ
い
て
来
ら
れ
な

い
こ

と
も
。
自
分

の
ペ
ー

ス
で
、　
一

方
的
に
愛
情
を
押

し

つ
け
て
、

か
え

っ
て
嫌
わ
れ
る
結
果
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
強
す
ぎ

る
独

占
欲
も
考
え
も

の
で
す
。

反
面
、
相
手
に
そ
の
気
が
な

い

と
分
か

っ
た
り
、
恋
人
と

の
関

係
が
終
わ

っ
た
と
感
じ
た
と
き

に
は
、
意
外
に
引
き
際
は
あ

っ

さ
り
し
て
い
て
、
す
ぐ
に
次

の

新
し
い
恋
に
チ

ヤ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
す
．

『
知

っ
て
お
き
た
い
幸
せ
に

な
れ
る
九
星
気
学
入
門
』

株
式
会
社

神
宮
館

発
行

著
者
　
歴
作
家

大
教
正
　
井
上
象
英

神
道
大
教

菊
池
管
長
の
言
の
葉
集

『
一
ミ
リ
前
進
』

日
め
く
リ
カ
レ
ン
ダ
ー

（六
十
二
日
分
の
お
話
掲
載
）

菊
池
管
長
の
愛
情
、
優
し
さ
、

思
い
や
り
の

一
杯
詰
ま

っ
た

日
め
く
リ
カ
レ
ン
ダ
ー

◎
本
局
で
御
注
文
戴
け
ま
す
。

一
冊

初
穂
料

一
、
五
〇
〇
円

（送
料
別
）



(7)五  周 号 鶴 量 の 友 令和 5年 罐爾 1囲

錮
等
の
だ
晨
び

申
ｔ
上
げ
ま
す

令
和
三
年
癸
卵
元
旦

傭
褥
芍
瞼
嶼
隧

警

長菊

池

重

敏

総

監晨
　
元

祥

泰

贅
儀
役
量

一
同

大
会
艤
議
員

一
問

神

道

大

教

院

総
代

一
同

〔
▼
静
竃
え
ま
れ
幌
八
烙
官

宮

　

司

褥
池
重
敏

■

●
●
■
■
●
■

―

　
〓

栄
珠
纏
綺
神
社

〒

一
五
四
―
○
○
〇
五

せ
田
谷
区
三
宿

一
―
十
四
―
二
十
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
三
四

一
四
―
五
五
七
五

・
Fi

大
教
正
井

上

象

英

（神
道
大
教
　
大
会
議
議
員
）

〓
　

　

一■
　

一
■

●
―

■
●
●
一
一
〓
■
，
一　
　
●

・　

一
■

■

・

一

一
　

一
●
二

　

　

・　

　

　

一

一
■

轟
館
畿
沖
入
教
会

数
会
長

ス
・轟
隆
ｆ
一

〒

０

曰
Ｏ
ｌ
，０

０
を

輌

晨
館

ヤ

松

バ

■

二
十

二
―

十
六

Ｔ

Ｅ

Ｌ

〇

一
二

八
―

口

一
―

二
た

ニ

ユ

神
道
大
教

錢
輩
轟
凛
暴
轟
警

奮睾
鑢《麟

咎彎

蓄

饗

〒
五
二

∵
ｉ
Ｏ
〇

一
二

滋
賀
県
米
原
市
米
原
七
〇
四

連
絡
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
六
―
六
九

一
〇
―
人
六
五

一

自
然
舎
内

影
襴
戌
魏
颯

教
会
長
躙
鶉
鐘
太
木

〒
三
五
六
―
○
〇
二
人

ふ
じ
み
野
市
西
原

一
―
ニ
ー
十
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
鑽
九
―
二
六

一
―

二
人
三

一

官
電
奮

餘

瞭

置

〒
九
九
七
―
〇
二
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
二
二
五
―
六
二
―
二
二
六
人

彙
形
県
鶴
岡
市
羽
黒
町
手
向
二
二
五
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彙
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一
一
一
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十
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・
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具
申
神
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一
Ｉ
■
．
　

・
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●

●
■
■
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〓
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１
…
〓
■
■

　
　
　
　
　
　
●

・
　
●
１
●
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・
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国森穣喬神社 富司

長 元 諄 藤

■322-0034 1菖 霊県菫方市山音5448-1

電言重・FAX 09■ 9-22-4972

鱗
奪
の
鶴
緑
ぴ
寧
懇
上
げ
癬
す

神
道
大
教

誦

黛

又

豊

〒
六
三

Ｔ
１
０
０
０
三

奈
良
市
中

登
美
ケ
丘

ニ
ー
二

九
八

一
―

七
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
国
二

（困
六
）

二
五
六
二

撥
又
武
畿
　
臨
隆
漁
鶴
種

富
司
蒻

地

一九
宏

続
宣
蒻

瞳

康

倫

〒
九
九
（
Ｖ
Ｉ
Ｏ
五
二
困

山
形
県
寒
河
江
市
高
松
二
人
○

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
二
三
七
―
人
七
―
上

〇
二
人

璽

鐵

甕

震

麟

議

継

驚

艤

鷺

撥

饉

繭

艤

饉

機

彗

彗

魯

ヨ

■

■

●

●

霧

爾

爾

饉

澤

■

■

■

■

●

●

●

●

王

道

罐

鐵

磯

饉

饉

凛

蒻

曇

彗

彗

療

〓

薇

露

彗

曇

■

菫

●

●

●

彗

●

■

●

轟

艤

麟

驚

層

■

●

●

●

●

●

コ

■



令種 醸奪 弩薦 罐懇 鶴 鑽 靱 友 鳳 周 号 (騒 》

貪
鰊
申
教
雉

院
長
畿
口
良

極

人

副
院
長
吉

真

典

世

顧
間
吉

良

撃

手

Ｔ
七
八
〇
―
○
〇
四
二

高
知
市
寿
町
三
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
人
人
―
人
二
撃
―
二

一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
人
人
―
人
二
四
―
七
人
六
七

嘔
饂
瘍
蜃
贔
抒

鬱酪
ｖ瞳
豊
写
絋
吻

令
摯
五
年
癸
卵
元
旦

鰈
簸
雉
Λ
核
戌
勒
饉

教
会
長

纏

千

鶴

に

〒
六
七
六
―
〇
〇
人
二

兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町

一
七

一
人
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
九
―
四
四
人
―
一
二
三
二

鱚
兆
鶉
小
勒
炊

教
会
長

鵜

豊

弘

鷺

〒
九
九
九
―
三

一
六
二

山
形
瀑
上
山
市
軽
井
沢

一
―

一
―
二
六

轟 教
紳
糧

′■,'
F有

ギ
薇
粽
貶
嘔

一
―

・

●

一　

―

．　

　

　

　

一
　

一

一　

一

“
“
“
■
●
一
■
■
面
――――
●

た
ち
●

■
●
―
　ヽ
　
■
ヽ
‐
二
■
　
‐
●
〓
●
■

rr, ,議
事―
=■

II■

蜜

〓
菱

熔

儡

（大
会
議
議
員
）

ｉ
１

１
　
　
・
●
〓

■

千
■
Ｌ

一
　

一一
平
＝
二
―

一
■
●

■
１
●

　

．■
Ｆ

●
円

―
―

●
一
■
四

薦
天
源
神
社

■
八
■
●

‐
●
Ａ
ｔ
ｔ

ｉ
崎

■
■
糠
町
八
熙

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
人
軍
―
二
七
―
上

五
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
九
人
軍
―
二
人
―

一
二
〇
二

ネ
憲
ス
ね
善
継

守

司邊

亀

一
キ

〒
大

一
大
―
入
一
人
醸

京
都
市
意
京
区
太
暴
ヤ
鱗
¶

一―
十

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ
た

ユ
ー

ヘ

六

資
―

二
六

一
二

鬱

畿

警

撞

爾

艤

鴨

遣

畿

賤

警

轟

聯

鰊
難
褥
撫
木

xxxgxxxa&xxx*xx*x

影
鐵
畿
輩
畿
心

影

憚

熙

文

〒
Ａ
七
六
１
０

一
〇
二

人
分
興
佐
機
市
弥
生
尺
闇
九
囲
大
―

一

Ｔ
〓
Ｌ
〇
九
七
二
―
繭
六
―

一
熙

一
一

吻
鰺
誇
社

宙
司
深

国

犠

豊

〒
二
四
九
１
３

一
腰

一

埼
玉
県
蓮
田
市
西
新
宿
ニ
ー
九
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
匹
八
―
七
六
九
―
五
五
五
三

榛
遭
大
轍

轟
か
つ
き
鸞
奮
分
数
会

代
表
役
員

鑢 鑢

購 メ:|

光 秀

彦 夫

鍮
挙

の
お
慶
ぴ

・ヽ望
し
上
げ
ま
す

大
会
議
議
員

ｔ

ｉ

彗
海
購
貴

〒
二
三
七
―
〇
〇
七
二

神
奈
川
県
横
須
賀
市
長
浦
町
ニ
ー
六
六

纏
仁
囀
畿
幾
灯

纏
飩
鬱
褥
惑

代
轟
供
〕量
彎
鰺
骰
爾

鵞
畿
饉
晨

春
，蛾
鐸
八

一Ｔ
二
七
〇
―
三
二
醸

一

壽
鷺
暴
嵩
綺
華
機
轟
曲
町

一
の
二

摯Ｔ
一
七
五
１
０
の
九
二

薫
黛
糠
続
鶴
区
藤
鐵

一
―
十
１
七

罐

鸞

鷺

饉

艤

艤

鐵

艤

饉

鷺

饉

鐵

鷺

饉

繭

艤

鸞

饉

爾

議

繭

鷺

藤

艤

艤

饉

理

●

●

機

鷹

囃

磯

饉

鑢

饉

議

磯



(0)正  震 号 神 遭 の 友 令和 5年 1月 電日

爾 霧 奎 彗 尋 肇 彗 醸 機 麟 饉 磯 難 鵞 鵞
議

神
道
大
教

鉤

褥
・
會

警
司
　
艤

亦

罐

一

伶
藤
鯰
颯
神
撞

■
一
　

―

杉

本

書

子

〒
五
〇

Ｔ
Ｉ
二
九

一
燿

岐
阜
県
関
市
鋳
物
師
屋
三
―
二
―
十
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
五
七
華
―
ニ
ニ
ー
二
四
人
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
五
七
軍
―
二
二
―
三
困
六
三

た

た

ら

警
醸
大
畿
　
艤
馨
撥
織

〒
二
七
二
人

）
一
一
二

十
薬
果
鎌
ケ
谷
市
道
汗
辺
中
央

一
―
二
―
十

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
七

（四
四
三
）
○
〇
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
困
七

（四
四
囲
）
九
四
〇
二

令
和
三
年
癸
卵
元
旦

新
年
の
お

↓
■
・
　

　

ノ

ロ
Ｈ
”
；
■
‥
、

びげ
ま
す
。

神
道
伊
勢
璃
饗
布
教
所

大

な

寺

剛

饉
⑫
彎
畢

豊

馬

〒
四
五
三
―
‘０
〇
二
一

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

総
原
町

一
―
囲
ユ
ー
ニ

機

構

鷺

爾

饉

機

構

鐵

燿

議

鷲

爾

鐵

彗

機

鸞

鐵

饉

燿

構

鶴

饉

爾

■

●

●

●

ヨ

薔

■

■

薔

〓

蒻

最

鷺

彗

●

■

●

■

■

■

■

ヨ
薔

彎
等
の
お
晨
び

申
ｔ
上
げ
拿
す

拳
羹
貫
曇

患

一
堤〒

Ａ
Ｏ
ニ
１
０
Ａ

一
六

福
岡
県
北
丸
嶽
市
′‥、
倉
北
区

金
田
二
丁
ロ
ニ
ー

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
―
五
人
三
―
六

一
人
三

鋪
穫
織
藤
冬
ボ

・・・』”・４

嵐
ぼ
壕
鶯

直
属

三
浦
憧
良

〒
八
七
〇
・１
〇
九
二
六

人
分
暴
大
分
市
瑞
爾
町

Ｔ
Ｉ
七
―
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
〇
―
八
六
六
Ａ
Ｉ
七
八
三

一

株
式
会
社

崇
術
会
議

ギ
ャ
ラ
リ
ー
膏
　
難
（貸
爾
藤
）

彙
裁
取
締
役
社
長

は
黎
擬
骰
予

東
京
都
中
央
区
銀
座
ニ
ー
上

〇
―
上

九

美

術

家

会

館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
三
五
四
二
―
三
四
人

一
〔懺

『名
刺
広
告
募
集
に
り
い
て
鏃

本
教
の
機
関
誌

「神
道
の
友
」
も
皆
様
の
御
協

力
を
戴
き
、
発
行
部
数
二
五
〇
〇
部
と
な
り
ま

し
た
。
猛
刺
広
告
の
御
協
賛
も
徐
々
に
増
え
つ

つ
有
り
ま
す
。

名
刺
広
告
は
、
普
段
行
き
来
の
な
い
教
場

ゆ
教

師
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
年
賀
や
暑
中
の
挨

拶
と
し
て
御
活
用
戴
い
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
教
場

・
教
師
の
方
々
に
名
刺
広
告
の
御

参
加
を
戴
け
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
告
料
は
例
年
通
り
、

Ａ
枠
　
三
千
円

（縦
四
、
五
鑢
×
横
四
銀
）

Ｂ
枠
　
五
千
円

（縦
囲
、
五
軸
×
横
六
、
五
銀
）

の
二
通
り

（特
別
枠
の
方
は
別
途
料
金
を
設
定
）

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

○
お
申
込
み
は
本
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

trrrrraarrrtalr

|||・



令和 5年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (10)

有

宙 楢

松 川

官 官

展 ・

墓

高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
参
与
の

佐
藤
進
様
の
御
協
力
を
戴
き
、

第
人
代
品
国
管
長
以
来
、
毎
年

秋
季
大
祭
斎
行
の
御
報
告
と
し

て
、
有
栖
川
宮

・
高
松
宮
展
墓

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

神
道
大
教
独
自

の
行
事
と
し
て

行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年

で
は
教
派
神
道
連
合
会

の
各
管

長

・
教
主
様
と
共
に
参
拝
を
さ

せ
て
戴

い
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
豊
島
岡
墓
所
の
参
集

所
に

一
同
集
合
。
有
栖
川
宮
職

仁
親
王
御
墓
所
並
び
に
高
松
官

宣
仁
親
王

。
同
妃
殿
下
御
墓
所

に
献
花

・
供
物
を
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

参
拝
者
が

一
人
ず

つ
墓
前
に
御

拝
礼
さ
せ
て
戴
き
、
感
謝
の
誠

を
捧
げ
ま
し
た
。

佐
藤
進
様
に
は
、
毎
年
格
別
の

御
配
慮
を
戴
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

展墓されました方、上段左から出雲大社教東京分祠長

千家活彦様、神理教管長夫人、下段左から高松官妃癌研

究基金参与 佐藤進様、扶桑教教嗣 宍野綾子様、神習教

管長 芳村正徳様、菊池管長、神理教管長 巫部祐彦様

四

本

木

稲

荷

神

社

秋

季

人

祭

東
京
都
北
区
滝
野
川
三
丁
目
六

十

一
番
地
に
鎮
座
す
る
、
神
道

大
教

「
四
本
木
稲
荷
神
社
」
の

秋
季
大
祭
が
令
和
四
年
十
月
十

三
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

四
本
木
稲
荷
神
社
は
、
後
継
者

が
途
絶
え
、
雑
草
が
生
い
茂
り

荒
れ
果
て
た
境
内
地
と
な

っ
て

い
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
さ
れ
て
い
る
地
域

の
方

々
と
、

管
長
や
本
局
局
員
と
の
交
流
が

生
ま
れ
、
地
域

の
方

々
に
依

っ

て

「
四
本
木
稲
荷
神
社
を
守
る

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
十
数
人
の
輪
に
広
ま

り
、
本
の
伐
採
や
壊
れ
た
箇
所

の
修
理
、
清
掃
等
幅
広

い
活
動

を
し
て
下
さ
り
、
見
違
え
る
程

に
手
入
れ
さ
れ
た
境
内
地
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
十

一
時
、
菊
池

管
長
斎
主
、
長
元
稽
典
長
典
儀
、

他
祭
員
二
名
に
よ
り
厳
粛
な
祭

典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

近
隣

の
本
局
教
師
小
泉
輝
人
先

生
が
祭
典

の
お
手
伝

い
を
し
て

下
さ
り
、
地
域

の
方

々
と
も
親

交
を
深
め
、
地
域
と
密
着
し
た

教
化
活
動
に
御
助
力
戴

い
て
い

ま
す
。

祭
典
に
は
十
人
程
の
御
参
拝
を

戴
き
、
終
ｒ
後
に
は
お
供
物
の

撤
下
や
記
念
品
を
頒
か
ち
合

い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
盛
大

な
秋
季
大
祭
を
終
了
し
ま
し
た
．

地
域

の
皆
様
、
御
協
力
誠
に
有

難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

祭 員 着 座

修 祓 の 儀大祓詞奉唱管 長 挨 拶



(11)正 月号 神 道 の 友 令和 5年 1月 1日

十

月
　
二
十
二
日

十

一
月

　

一　

　

日

九
　
　
日

十
　
　
日

十

月

管
長
の
動
向

（対
外
行
事

・
事
務
局
）

十
　
三
日

十
　
四
日

十
　
五
日

二
十

一
日

二
十
四
日

責
任
役
員
会

月
首
祭

神
道
大
教
天
聖
神
社
昇
神
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長

・
菊
池
主
事
奉
仕
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会

（國
學
院
大
學
　
管
長

。
大
熊
部
長
出
席
）

御
嶽
教
管
長
就
任
祝
賀
会

（東
郷
会
館
　
管
長

・
総
監
出
席
）

大
教
院
雅
楽
寮
開
催

四
本
木
稲
荷
神
社
月
次
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

管
長
教
場
訪
問
　
岐
阜
中
教
院

・
導
徳
中
教
会

（管
長

・
大
熊
部
長
訪
問
）

中
旬
祭

月
次
祭

東
京
都
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会

・
懇
親
会

（出
雲
大
社
教
東
京
分
祠
　
管
長

・
大
熊
部
長
出
席
）

月
首
祭

四
本
木
稲
荷
神
社
月
次
祭
斎
行

（総
監

。
菊
池
主
事
奉
仕
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会

（管
長

・
大
熊
部
長
出
席
）

中
旬
祭

高
松
官
紀
久
子
妃
殿
下
御
命
日
祭

（豊
島
岡
墓
所
　
管
長

・
大
熊
部
長
参
列
）

大
教
院
雅
楽
寮
開
催

月
次
祭

。
年
越
大
祓
斎
行

本
局
大
掃
除

除
夜
祭
斎
行

日

三

日

十 十

八 五
日  日

二
十

一
日

二
十
人
日

三
十

一
日

【教
師
補
命
】

０
補
　
権
訓
導

直
属
千
葉

。
木
沢
明
彦

（令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
権
訓
導

直
属
千
葉

・
小
林
克
久

（令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
権
訓
導

直
属
千
葉

。
杉
浦
誠

一

（令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
権
訓
導

直
属
千
葉

・
横
山
照
美

（令
和
四
年
九
月
二
十
人
日
付
）

○
補
　
権
訓
導

直
属
千
葉

。
代
田
明
義

（令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
付
）

【辞
職
者
】

○
東
京
　
直
属

訓
導

。
大
谷
喜
代
治

（令
和
四
年
十
月
二
十

一
日
付
）

○
埼
玉
　
直
属

少
講
義

。
手
嶋
重
忠

（令
和
四
年
十
二
月
五
日
付
）

（敬
称
略
）

※
令
和
四
年
十
二
月
十
五
日
現
在

教

内

異

動

【
帰
幽
報
告
】

次
の
先
生

の
帰
幽
の
報
に
接
し

生
前

の
御
奉
仕
、
御
活
躍
を
称

え
、
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し

ま
す
。

○
令
和
四
年
十

一
月
十
二
日

帰
幽

島
根

。
人
雲
大
官
支
教
会

（長
）

権
少
教
正
　
須
佐
建
紀
師
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岐阜中教院の神殿

岐
阜
市
西
川
手

一
丁
目
九
五
に

鎮
座
す
る

「神
道
大
教
岐
阜
中

教
院
」
に
菊
池
管
長
と
大
熊
部

長
が
教
場
訪
間
を
し
ま
し
た
。

岐
阜
中
教
院
と
言
え
ば
、
明
治

十
五
年
に
自
由
党
党
主

の
板
垣

退
助
が
暴
漢
に
襲
わ
れ

『
板
垣

死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
』

の

由
来
と
な

つ
た
場
所
で
す
。
神

道
中
教
院
に
て
、
板
垣
退
助
が

演
説
を
終
え
、
玄
関
の
階
段
を

下
り
た
時
、
短
刀
を
振
り
か
ざ

し
た
暴
漢
に
左
胸
を
刺
さ
れ
、

命
に
別
状
は
有
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
襲
撃
を
受
け
た
際
に
叫

ん
だ
言
葉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

院
主
奥
田
紀
明
先
生
の
お
話
し

に
依
る
と
、
当
時
の
中
教
院
は

現
在

の
中
教
院
の
場
所
で
は
無

く
、
岐
阜
公
園
の
中
に
有

っ
た

そ
う
で
す
。

岐
阜
中
教
院
の
初
代
は
、
奥
田

覺
十
郎

（
か
く
じ
ゅ
う
ろ
う
）

氏
。
土
岐
氏
の
苗
裔

（び
ょ
う

え
い
）
で
、
御
嶽
大
神
を
尊
崇

し
、
安
政
二
年
に
講
社

の
先
達

を
務
め
、
明
治
七
年
七
月
に
は

神
道
大
教
院
神
道
本
局
の
教
師

と
な
り
、
皇
典
を
説
き
教
義
を

宣
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は

覺
十
郎
氏
の
御
子
息

・
御
子
孫

菊

池

管

長

の

教

場

訪

間

が
二
代
か
ら
六
代
ま
で
跡
を
継

が
れ
ま
し
た
が
、
皆
早
逝
で
現

教
主
の
父
上
奥
田
敬

（け
い
）

氏
も
五
十
二
歳
で
御
逝
去
さ
れ
、

現
在

の
奥
田
紀
明
先
生
が
院
主

七
代
目
を
継
が
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
中
教
院

の
御
祭
神
は
神
坐

中
央
に
神
道
大
教
院

の
御
祭
神

を
始
め
大
名
貴

（お
お
な
む
ち
）

大
神
、
少
彦
名

（す
く
な
ひ
こ

な
）
大
神
で
、
左
殿
に
教
祖

・

開
祖

・
祖
親

の
諸
霊
神
、
右
殿

く

岐阜中教院の神前 御祭神名板

に
皇
祖
皇
宗
の
諸
霊
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

歴
代
院
主
は
、
出
雲
大
社
教

の

組
織
者
千
家
尊
福

（
せ
ん
げ
た

か
と
み
）
公
と
親
交
が
有
り
、

『
先
神
事
』
や

『
和
歌
』

の
毛

筆
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
院
主
は
、
神
道
大
教
大
会
議

議
員
を
長
く
務
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
神
社
本
庁
系
の

神
社
を
二
十
数
社
兼
務
さ
れ
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
等
、左から奥田神職、管長、奥田院主   千家尊福公の和歌

地
域
と
の
交
流
に
も
務
め
ら
れ
、

お
忙
し
く
御
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

神
道
大
教
所
属
の
中
教
院
は
他

に

「高
知
中
教
院
」

「
尺
間
嶽

中
教
院
」
が
有
り
、
中
教
院
が

本
教
に
所
属
し
て
い
る
事
が
、

明
治
八
年
に
創
設
さ
れ
た
神
道

事
務
局
直
轄
の
道
統
を
継
承
し

て
来
た
こ
と
の
証
で
あ
り
ま
す
。

奥
田
紀
明
先
生
に
は
、
中
教
院

更
に
神
道
大
教
発
展
の
為
に
益
々

の
御
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

感
臨
離
難
奪

」鷲
覆

〓　
′　
、

ユ

農

人
４
籐
十
玄
人
織
・

鳥
菫
番
〓
入

神
，

確

，
ユ．渡

人
神

が
か
攣
政
た
Ｌ興・

ず
澤
郷
■
人
議
一̈

え
鷲
ふ
人
」
鷲
・

人
葛
ふ鷲
Ｆへ
■
撃

購
鶴

一酵

一
機

■
も

葛

藪

炉

掟

夭

裏
蟹

下
″
ヤ


